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第２３期第２５回新居浜市農業委員会総会議事録 
 

１ 会議の日時及び場所 

（１）会議の日時 令和元年５月７日（火曜日）１３：３０～１６：１０ 

（２）会議の場所 市庁舎５階 大会議室 

２ 会議に出欠席した委員数及び氏名等 

（１）農業委員 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

（２）農地利用最適化推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）欠席委員   ３人 

   農業委員   第１１番    近  藤 美喜男 

   推進委員   第 ５ 番   高 橋   繁 

   推進委員   第１４番   西 原   實  

３ 会議に出席した事務局職員 

   事 務 局 長   藤 田 和 則       事務局 次長   近  藤  明  美 
農 地 係 長  田 中 賢 禅      農 政 係 長   谷 口 恭 子 
主    任  井 上 貴  清    主    事  池 田 有 里 
臨 時 職 員   齊 藤 麻 里 

４ 傍聴者     

   な し 

第 １ 番   山 下   元 

第 ２ 番   石 山 敏 夫 

第 ３ 番    藤 田 幸 正 

第 ４ 番   岩 崎 紀 生 

第 ５ 番    小 野 義 尚 

第 ６ 番   寺 尾 俊 行 

第 ７ 番    横 井 直 次 

第 ８ 番   藤 田 健太郎 

第 ９ 番      矢 野 重 明 

 

第１０番   藤 田 幸  
第１２番   小 野 春 雄 

第１３番   曽我部 英 敏 

第１４番   合 田 有 良 

第１５番   池 田 辰 夫 

第１６番   伊 藤 愼 吾 

第１７番   渡 邊 勝 俊  

第１８番   松 本 勝 美 

第１９番   山 口 三七夫 

第 ９ 番    田 坂 健 次 

第１０番   眞 鍋 哲 哉 

第１１番   寳 田 正 司 

第１２番   守 谷 博 明    

第１３番   飯 尾 象 司 

第１５番   久 枝 啓 一 

第 １ 番   神 野 克 史 

第 ２ 番   岡 田   充 

第 ３ 番    岡 部 正 明 

第 ４ 番   村 上 壽 一 

第 ６ 番   井 下 八 郎 

第 ７ 番   髙 橋 眞 次 

第 ８ 番   宇 野 賀津美 
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５ 議事日程 

農地関係 農地法第３条、第４条、第５条申請関係等の審議について 

   農政関係 視察研修を終えて等について 
 

 

                    ◇             

   １３時３０分開会 

藤田事務局長         御起立ください。礼。御着席ください。 

総会に先立ちまして、委員の出席状況を御報告いたしま

す。農業委員１８人・推進委員１３人でございます。 

よって過半数に達しており、この会が成立していること 

を御報告いたします。 

それでは、会長よろしくお願いします。 

藤田会長          皆さん、こんにちは。 

                今まであまり経験をした事のない、国を挙げての１０連

休というのは初めてで、１０連休の間はお天気も良く農

作業にも家族との行事などにも良かったと思います。そ

の反面、疲れなどもあったと思いますが、農繁期に向け

て体調管理に十分気を付けていただきながら色々な事

に取り組んでいただけたらと思います。 

それでは、ただいまから第２５回新居浜市農業委員会 

総会を開会いたします。 

まず、農地関係の議案につきましては、議案第１号か

ら議案第６号までとなっております。農政関係は、視察

研修を終えて等についてを議題といたします。 

なお、本日の議事録署名委員でございますが、会議規

則第１９条の規定により、会長において合田 有良委員

と池田 辰夫委員を指名いたします。両委員さんよろし

くお願いいたします。 

これより農地関係の議案の審議に入ります。 

議案書目次をお開きください。 

議案中、第１号から第５号は決議事項、第６号は意見

事項となっております。加えまして参考事項が１件ござ
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います。 

藤田会長         １ページをご覧ください。 

議案第１号「農用地利用集積計画について」を議題に

供します。事務局から議案の説明をお願いします。 

池田主事           議案第１号につきましては、農業経営基盤強化促進法

第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画でござ

います。内容といたしましては、田１６筆、畑１６筆、

合計面積２５，６６７平方メートルでございます。 

２ページをお開きください。 

申請は、６０番の（１－１）さんから７５番の（１－１

６）さんの１６件でございます。 

内訳といたしましては、期間、３年間が８件、４年１

１カ月が８件。利用権の種類は、すべて使用貸借で、新

規設定９件、再設定７件となっております。 

以上の計画要請の内容は、農業経営基盤強化促進法第

１８条第３項の要件である、農用地利用集積計画の内容

が新居浜市の基本構想に適合するものであること、およ

び、全部耕作要件・常時従事要件・効率利用要件が認め

られること、並びに対象農地の関係権利者の同意が得ら

れていることの各要件を満たしております。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

藤田会長          ありがとうございました。以上、６０番から７５番に

ついて質疑に入ります。御意見、御質問はございません

か。はい、曽我部委員さん。  

曽我部委員      ６８番（１－９）さんですが、面積２町余りというこ

となのですが米及び野菜類が多い、野菜はどういう物な

のでしょうか。 

池田主事       里芋を栽培されています。 

曽我部委員      はい、分かりました。 

藤田会長       他にございませんか。 

                 （「なし」の声あり）  

藤田会長          ないようですので、原案のとおり許可相当として意見
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を決定してよろしいでしょうか。 

                 （「異議なし」の声あり） 

藤田会長         御異議なしと認めます。よって、議案第１号「農用地

利用集積計画について」を原案のとおり決定させてい

ただきます。 

             ６ページをお開きください。 

議案第２号「特定農地貸付け承認申請について」を

議題に供します。事務局から議案の説明をお願いしま

す。 

井上主任           議案第２号、特定農地貸付け承認申請については、

特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律

第３条第１項の規定に基づき承認申請書が提出されま

したので、当会の承認を求めます。 

なお、今回の提出内容としましては平成３１年２月

５日付けの当会にて承認をいただいた内容に新たに追

加となるものです。 

７ページをお開きください。 

第２番、土地の表示が、宇高町一丁目、田、１筆、

面積１,１７３平方メートル、土地所有者は、（２－１）

さん、貸付主体は、（２－２）さんです。権利の種類

は、使用貸借権設定で、その期間は、令和元年５月１

５日から令和６年３月３１日となっております。 

以上、申請内容については、実施主体である新居浜

市自然農園を育てる会が、新居浜市が所有者から借り

受けた農地について、貸付規定及び貸付協定に基づき

特定農地貸付を実施するもので、面積が１０アール未

満であること、期間５年以内の貸付であること、借り

る人が営利目的で農作物の栽培を行わないこと、また、

相当数の者を対象に一定の条件で貸付を行うものであ

ることの、各要件を満たしております。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

藤田会長             ありがとうございました。以上、２番について質疑
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に入ります。御意見、御質問はございませんか。 

              （「なし」の声あり）  

藤田会長          ないようですので、原案のとおり許可相当として意見

を決定してよろしいでしょうか。 

                  （「異議なし」の声あり） 

藤田会長         御異議なしと認めます。よって、議案第２号「特定農

地貸付け承認申請について」を原案のとおり決定させて

いただきます。 

           ８ページをお開きください。 

議案第３号「農地の賃貸借権設定について」を議題

に供します。事務局から議案の説明をお願いします。 

井上主任             議案第３号につきましては、農地法第３条第１項の

規定による農地の賃借権設定で、第１番及び第２番の

２件でございます。 

９ページをお開きください。 

第１番及び第２番は、譲受人が同一ですので、あわ

せて説明させていただきます。 

第１番は、多喜浜二丁目、畑、１筆、面積１，１６

０平方メートル、第２番は、多喜浜二丁目、畑、１筆、

面積２，３５０平方メートル、譲受人は、（３－１）

さんです。 

譲受人は現在、高齢者向け配食サービスを行ってお

り、今回、配食サービスの原材料の自作化を図るため、

申請地を賃借する目的で、農地法第３条申請が提出さ

れたものであり、作付けは、季節野菜を予定しており

ます。 

許可要件につきましては、議案書に記載のとおり、

取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、

技術、通作距離などをみても問題がないこと、農業委

員会が定める別段の面積も超えていることから、許可

要件をすべて満たしております。 

なお、お手元に農地法第３条第２項第１号から第７



6 

号までの許可要件について調査書を配布させていただ

いております。１ページ目となっておりますので、併

せてご覧いただきますようお願いいたします。ご審議

の程よろしくお願いいたします。 

藤田会長            ただいまの説明に係る現地調査の結果ならびに補足

説明につきましては、１番及び２番については、地元

委員であります横井直次委員から報告をいただきま

す。横井委員お願いします。 

横井委員             この問題なのですが、このあいだ隣接した農地の方

が几帳面な方で、その方には迷惑をかけないという事

で話をしたのですが、今現在何をしているのか分から

ない状態です。草も生えているし、隣接に迷惑をかけ

る恐れがあるので、もう少し様子を見た方がよいと思

うのですが。 

藤田会長          地元委員さんからも報告がありました。その中で以

上、議案第３号１番及び２番について質疑に入ります。 

御意見、御質問はございませんか。はい、寺尾委員さ

ん。 

寺尾委員         従事者は常時来られているのですか。 

藤田会長         ２、３名の方がいらして、事前に説明を受けた時に

技術指導については隣の市で認定農業者として活動さ

れている方が３名おいでで、その方が組織のメンバー

でその方の指導を受けながら常時２、３名の方が農業

に従事すると、場所は湿田ですので私も心配をしてい

たのですが、色々お聞きすると、そういった所だから

露地で生産するのではなくて、そこにパイプを敷いて

その上に一般的なコンテナのキャリ－を並べて、そこ

へ土を入れてそこで物を栽培すると、今までも他市で

やってきているということです。耕作放棄地的な所を

利用していただけるのならありがたいのですが、地元

の委員さんが心配もされているとお聞きしたので、こ

れをどうするか皆さんで審議していただけたらと思い
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ます。 

            はい、曽我部委員さん。 

曽我部委員             今日の決定で使えるようになるから、今は決定され

ていない状況だから触っていない状況なのではないの

でしょうか。今日、許可されれば何か動きがあるので

はないかと思います。 

横井委員       少し様子を見てみたいと思います。        

藤田会長       他に御意見、御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

藤田会長        ないようですので、原案のとおり決定してよろしい

でしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

藤田会長        御異議なしと認めます。よって、議案第３号「農地

の賃貸借権設定について」を原案のとおり決定させて

いただきます。 

             １０ページをお開きください。 

議案第４号「農地の使用貸借権設定について」と議

案第５号９番「農地の所有権移転について」は関連し

ておりますので、一括して議題に供します。事務局か

ら議案の説明をお願いします。 

井上主任                  議案第４号につきましては、農地法第３条第１項

の規定による農地の使用貸借権設定で、第１番の１

件でございますが、先程会長から説明がありました

とおり、議案第５号の所有権移転につきましても、

譲受人が同一ですので、あわせて説明させていただ

きます。 

１１ページをお開きください。 

議案第４号第１番は、大生院字喜来西ノ原、田、２筆、

２筆の合計面積２，１６６平方メートル、１３ページ

をお開きください。 

議案第５号第９番は、大生院字喜来西ノ原、畑、２

筆、２筆の合計面積１，８６１平方メートル、譲受人
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は市内在住の（４－１）さんです。 

譲受人は現在、農業委員会の許可を得ていないが２

０年程前より使用貸借する農地を家族で耕作してお

り、今回２筆の農地について正式に使用貸借の許可を

得る目的で、もう２筆の農地については、農業経営規

模拡大を図るため自宅から近くの農地である申請地

を取得する目的で、農地法第３条申請が提出されたも

ので、作付けは、稲作及び季節野菜を予定しておりま

す。 

議案第４号第１番及び議案第５号第９番の許可要

件につきましては、議案書に記載のとおり、取得後の

すべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、

通作距離などをみても問題がないこと、農業委員会が

定める別段の面積も超えていることから、許可要件を

すべて満たしております。 

なお、お手元に農地法第３条第２項第１号から第７

号までの許可要件について調査書を配布させていた

だいております。２ページ目となっておりますので、

併せてご覧いただきますようお願いいたします。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

藤田会長           ただいまの説明に係る現地調査の結果並びに補足

説明につきましては、議案第４号１番及び議案第５

号９番については地元委員であります伊藤愼吾委員

から報告をいただきます。伊藤委員お願いします。 

伊藤委員                申請地は（４－１）さんの自宅の近くにあり、地

域との調和要件も特に問題ないと思われます。許可

しても支障はありません。 

藤田会長              ありがとうございました。以上、議案第４号１番

及び議案第５号９番について質疑に入ります。御意

見、御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

藤田会長        ないようですので、原案のとおり決定してよろしいで
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しょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

藤田会長         御異議なしと認めます。よって、議案第４号「農地

の使用貸借権設定について」と議案第５号９番「農地

の所有権移転について」を原案のとおり決定させてい

ただきます。 

                       引き続き議案第５号「農地の所有権移転について」

を議題に供します。事務局から議案の説明をお願いし

ます。 

井上主任               議案第５号につきましては、農地法第３条第１項の

規定による農地の所有権移転で、第９番及び第１０番

の２件でございます。 

１３ページをお開きください。 

第９番につきましては議案第４号にて説明させて

いただきましたので、第１０番について説明させてい

ただきます。 

第１０番は、大生院字岸影、畑、１筆、面積９９平

方メートル、譲受人は市内在住の、（５－２）さんで

す。譲受人は現在、３反ほどの農地を家族で耕作して

おり、今回、経営規模拡大を図るため、保有農地に隣

接する申請地を取得する目的で、農地法第３条申請が

提出されたものであり、作付けは季節野菜を予定して

おります。 

許可要件につきましては、議案書に記載のとおり、

いずれも取得後のすべての農地を利用すること、機

械、労働力、技術、通作距離などをみても問題がない

こと、農業委員会が定める別段の面積も超えておりま

す。 

なお、お手元に農地法第３条第２項第１号から第７

号までの許可要件について調査書を配布させていた

だいております。３ページ目となっておりますので、

併せてご覧いただきますようお願いいたします。 
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ご審議の程よろしくお願いいたします。 

藤田会長           ただいまの説明に係る現地調査の結果ならびに補

足説明につきましては、１０番については地元委員

であります久枝啓一委員から報告をいただきます。

久枝委員お願いします。 

久枝委員                 報告いたします。（５－２）さんは今現在３反強

の田、畑を耕作しております。申請地の９９平方メ

ートルは（５－２）さんの畑に隣接した土地で譲渡

人が高松在住の方ですからちょっと手入れができて

おらず草が生えてましたけど、（５－２）さんは田

んぼ、畑、特に畑を熱心に作っておられますので耕

作してここを畑に利用したいという事で今回申請を

いただきました。特に問題もないと考えております。 

藤田会長            ありがとうございました。以上、議案第５号１０番

について質疑に入ります。御意見、御質問はござい

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

藤田会長          ないようですので、原案のとおり決定してよろしい

でしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

藤田会長               御異議なしと認めます。よって、議案第５号「農地

の所有権移転について」を原案のとおり決定させて

いただきます。 

                   １４ページをお開きください。 

議案第６号「農地の転用を伴う所有権移転等につい

て」を議題に供します。事務局から議題の説明をお

願いします。 

田中農地係長           議案第号６は、農地法第５条第１項の規定による

農地転用の申請で、申請件数は、１８件であります。 

１５ページ目をご覧ください。 

７７番、田の上一丁目、畑２筆、譲受人は、（６－

１）さん。内容は、自己住宅７０．６０平方メートル、
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農地区分は、その他の農地である第２種農地と判断さ

れ、区分は、所有権移転です。 

７８番、角野新田町三丁目、畑１筆、譲受人は、（６

－２）さん。内容は、太陽光発電施設、農地区分は、

その他の農地である第２種農地と判断され、区分は、

所有権移転です。 

７９番、政枝町二丁目、畑２筆、譲受人は、（６－

３）さん。内容は、建売住宅（３戸）１９２．１０平

方メートル、農地区分は、その他の農地である第２種

農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

８０番、北内町三丁目、田１筆、譲受人は、（６－

４）さん。内容は、宅地分譲（２区画）、農地区分は、

用途地域であるため第３種農地であると判断され、区

分は、所有権移転です。 

８１番、東雲町三丁目、畑１筆、譲受人は、（６－

５）さん。内容は、建売住宅（１戸）５７．００平方

メートル、農地区分は、その他の農地である第２種農

地と判断され、区分は、所有権移転です。 

８２番、東雲町三丁目、畑１筆、譲受人は、（６－

６）さん。内容は、自己住宅１１１．０２平方メート

ル、農地区分は、その他の農地である第２種農地と判

断され、区分は、所有権移転です。 

１７ページ目をご覧ください。 

８３番、萩生字本郷、畑１筆、譲受人は、（６－７）

さん。内容は、自己住宅１１９．４７平方メートル、

一体利用地として、宅地５６．４６平方メートルがあ

り、農地区分は、その他の農地である第２種農地と判

断され、区分は、所有権移転です。 

８４番、萩生字岸ノ下、田１筆、譲受人は、（６－

８）さん。内容は、露天駐車場、農地区分は、その他

の農地である第２種農地と判断され、区分は、所有権

移転です。 
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８５番、大生院字喜来、畑１筆、譲受人は、（６－

９）さん。内容は、事務所併用住宅（１棟）１２９．

１８平方メートル、一体利用地として、宅地１３６．

９４平方メートルがあり、農地区分は、申請地から概

ね３００ｍ以内にＪＲ中萩駅が存在するため第３種

農地であると判断され、区分は、所有権移転です。 

１８ページ目をご覧ください。 

８６番、寿町、畑１筆、譲受人は、（６－１０）さ

ん。内容は、露天駐車場、一体利用地として、宅地３，

２５０．７２平方メートルがあり、農地区分は、用途

地域であるため第３種農地であると判断され、区分

は、所有権移転です。 

８７番、郷一丁目、畑１筆、譲受人は、（６－１１）

さん。内容は、事務所併用住宅（１棟）１１６．８３

平方メートル、農地区分は、その他の農地である第２

種農地と判断され、区分は、所有権移転です。 

８８番、船木字高祖、田３筆、譲受人は、（６－１

２）さん。内容は、太陽光発電施設、農地区分は、そ

の他の農地である第２種農地と判断され、区分は、所

有権移転です。 

１９ページ目をご覧ください。 

８９番、大永山字出口、畑１筆、譲受人は、（６－

１３）さん。内容は、自己住宅１５７．３２平方メー

トル、一体利用地として、宅地１０５．７８平方メー

トルがあり、農地区分は、その他の農地である第２種

農地と判断され、区分は、使用貸借権で期間は永年で

す。 

９０番、宇高町二丁目、田２筆、譲受人は、（６－

１４）さん。内容は、自己住宅８６．５２平方メート

ル、一体利用地として、宅地１２３．２１平方メート

ルがあり、農地区分は、その他の農地である第２種農

地と判断され、区分は、所有権移転です。 
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９１番、田の上一丁目、畑１筆、譲受人は、（６－

１５）さん。内容は、太陽光発電施設、農地区分は、

その他の農地である第２種農地と判断され、区分は、

使用貸借権で期間は永年です。 

２０ページ目をご覧ください。 

９２番、船木字元船木、畑１筆、譲受人は、（６－

１６）さん。内容は、太陽光発電施設、農地区分は、

申請地から概ね３００ｍ以内に新居浜ＩＣが存在す

るため第３種農地であると判断され、区分は、所有権

移転です。 

９３番、萩生字治良丸、田１筆、譲受人は、（６－

１７）さん。内容は、太陽光発電施設、農地区分は、

その他の農地である第２種農地と判断され、区分は、

所有権移転です。 

９４番、萩生字治良丸、田１筆、譲受人は、（６－

１８）さん。内容は、太陽光発電施設、農地区分は、

その他の農地である第２種農地と判断され、区分は、

所有権移転です。 

また、７７番から９４番の事案の一般基準につきま

しても、転用行為が遂行される確実性などが申請書お

よび土地改良区の意見書等の添付資料によって認め

られることを、事務局よりご報告させていただいて、

ご審議の程よろしくお願いします。 

藤田会長             ありがとうございました。以上、７７番から９４

番について質疑に入ります。御意見、御質問はござ

いませんか。はい、横井委員さん。 

横井委員         多喜浜も太陽光発電が多く多喜浜の田を買い上げ

てくれた方がいるのですが、今、田を作って忙しい

時に着工すると言い、境界をするので 1 メートルか

５メートルか分かりませんが、田を作らないで欲し

いと、田を作っている方からしたら準備もして忙し

い時にと土地改良の方へ話がありました。多喜浜は
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悪い土地が多く、我々でもしたくないような事をし

て太陽光を発展させていて、その縁は草だらけでど

うしょうもない。ここでこういった意見を発言をし

たら駄目でしょうか。 

藤田会長         ここで審議したりできるのは農地法に絡む事であ

って、特に横井委員さんが先程言われているのは周

辺農地へ影響を及ぼさない、及ぼす場合については

許可はできない、地元の意見書として改良区の意見

を求めるのですが、例えば、先程おっしゃった境界

の件などは隣同士でよく話し合いをしてもらい理解

をした上で申請をして欲しい。農業委員会で受付け

た時には、そういった事が全てクリアされて上がっ

てくる、上がってきた時に許可をするかどうかを皆

さんで協議していただいて決定する。転用ですから

県知事の方へ送るのですけど、いずれにせよ周辺の

農地に対してどのような影響があるかという事につ

いては１番審議していかなければいけないし、その

前に地元の改良区でもそういった事については最初

に厳しく、十分に話し合いをして意見書を出してい

ただきたい。最初にきっちりしとかなければいけな

いと思います。 

            他に御意見、御質問はございませんか。 

               （「なし」の声あり）  

藤田会長          ないようですので、原案のとおり許可相当として意

見を決定してよろしいでしょうか。   

                      （「異議なし」の声あり） 

藤田会長        御異議なしと認めます。よって、議案第６号「農地

の転用を伴う所有権移転等について」を許可相当とし

て県知事に意見を送付いたします。 

                      ありがとうございました。 

２１ページをご覧ください。 

参考事項は、農地法第１８条第６項の規定による合意
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解約についての参考事項ですので、お目通しをお願い

します。 

以上をもちまして、農地関係の議案の審議がすべて

終了いたしました。 

よって、これをもちまして暫時休憩いたします。 

なお、１４時３０分から総会を再開いたします。 

         （休憩） 

藤田会長          休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

これより農政関係の議題に入ります。本日は、ご案内

しておりましたとおり、先進地視察を終えて及び景観

形成作物取り組み事業についてを議題といたします。 

それではまず、先進地視察を終えてを議題といたし

ます。先月１０日から１１日にかけて、滋賀県高島市

の鵜川棚田保存会で、耕作放棄地の活用と地域活性化

への取り組みについて、京都府京丹波町の「道の駅京

丹波味夢の里」で設立経緯と活動状況について研修を

行いました。今回の研修に参加された委員さんは１８

名でございます。 

都合により参加できなかった委員さんもいらっしゃ

いますので、事務局から研修の概要について説明いた

させます。 

谷口係長                ４月１０日は、滋賀県高島市を訪れ、鵜川棚田保

存会山田会長より説明を受けました。当初、棚田で

現地を見ながらの研修を予定していましたが、あい

にくの雨のため、バスの中での研修となりました。 

鵜川地区は、石積の棚田が琵琶湖岸から山腹まで

広がり、棚田から雄大な琵琶湖が一望でき、風光明

媚な風景が広がっています。現在の農地面積は約４

０ヘクタールですが、高齢化により棚田の約半分が

耕作放棄地になったため荒廃に歯止めをかけよう

と棚田保存会を設立し、オーナー制度を取り入れま

した。1 区画１００平方メートル３万円で借りるこ
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とができ、オーナーは田植えと稲刈りに参加できる

ほか、収穫米４０キロと農産物直売店の１０００円

分の商品券の特典があります。この取り組みも今年

で４年目を迎えますが、毎年３０組の応募があり、

地域の活性化が図られているとのことです。また、

果樹の産地化を図るためにゆず、梅、等の苗木の植

え付けを行い、５年後には栽培面積１ヘクタールを

目指しています。 

あくる４月１１日は、京都府京丹波町の道の駅京

丹波味夢の里を訪問しました。施設内を見学した

後、駅長の沖さんから設立経緯や現状について説明

をうけました。 

施設は、敷地面積２５，０００平方メートル、建

物延べ床面積３，４００平方メートルで、京都縦貫

道の京都市と舞鶴市の中間に位置し、上下道と一般

道からも入れる道の駅として平成２７年にオープ

ンしました。建物は町の所有で、スーパーが母体と

なった管理会社が運営を委託されています。施設全

体の年の売り上げは約１５億円で、農産物の直売所

の売り上げは、５億円。お客様目線に立ち、季節催

事等によってあきさせない経営をしており、６０パ

ーセントから７０パーセントのリピート率がある

とのことです。以上です。 

藤田会長                  ただいま事務局から説明がありましたが、研修に

参加した委員の皆様は、それぞれ自分なりのご意見

やご感想がおありのことと思いますので、皆さんの

ご意見・ご感想をお出しいただきたいと思います。

それでは、ご意見、ご感想をお願いいたします。 

神野委員          参加させていただいて、まず、棚田の方ですが、

半分くらいの荒れた土地を利用しているという事

ですが、雨で現地を見られなかったのが残念です。

棚田で感じた事は、山田会長さんがすごく熱心な方
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でかなりバイタリティーがあり１人で頑張ってお

られるという事で、これから先特にこの場所につい

ては大都市に近くて交通の便も良くて京都、大阪、

神戸、名古屋、遠くは東京の方からもオーナーをし

ているという事で、内容につきましては近所の農家

の方の大型機械で稲刈りとか収穫の手伝いとかを

やっているような事も聞きました。特に山田会長が

熱心で一生懸命されている中でかなりご苦労をさ

れているような感じを受けます。地域に合ったとい

う事でここについては成功したという事ですが、継

続してやっていくにはこれからはどうなのかとい

う感じもいたしました。あくる日の京丹波につきま

してはかなり企業努力をされており、リピーターが

多いというお話でございました。ここについても、

すごく交通量の多い道の駅という事でなかなか上

手くされているなと思いました。新居浜で真似をす

る事はできないのですが、本当に小さな事からでも

何かのきっかけでやれたらなと皆で考えていけた

らと思います。以上です。 

岡田委員          鵜川の棚田ですけど、雨の為全部は見る事ができ

なかったのですが非常に残念でした。４０ヘクター

ルから半分が耕作放棄地になって高齢化でしかも

耕作放棄地の速度が速くなっていて、それを止める

為にオーナー制度や果樹を植えたり色々取り組ん

で行っている。新居浜市の耕作放棄地の対策と比べ

て立地条件や環境条件が整っていると思いました。

以上です。 

村上委員          保存会の山田会長のリーダーシップ、行動力は素

晴らしいと思いました。話を聞いている中で陰なが

ら大変苦労をしているなと、例えば、農繁期の田植

えの時は雨が降っていてもできるのですが、収穫時

に雨が続くとオーナーが来て収穫時期まで待てな
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いと、そうすると地元の人間が収穫をして大変苦労

をしているなと、それともう一つ、鳥獣被害対策や

っていますと、草刈は高齢化が進んでシルバーに頼

っていると言っておられました。オーナー制にして

も地元の方は陰で苦労しているなと思いました。だ

けど耕作放棄地に歯止めをかける行動を起こした

事は大変関心しました。次の日も京丹波の道の駅、

広大な敷地に当時のブランドである黒豆を目玉と

して農産物直売所、また、綿花とお菓子作りとの建

屋を設けて、向かいにはバーベキューのイベントが

行えるような施設を設けておりました。事務局の方

から話があったように町おこしの為に京丹波町と

２社に運営を委託してお客さんを増やしたり、農業

にしろ向上を目指して頑張っておられる所も立派

だと感じました。以上です。 

宇野委員          研修に行って感じた事なのですが、棚田の琵琶湖

の近くで景色が良いなと思いました。耕作放棄地の

オーナー制度も今は良いと思うのですが、先でどう

なるのかと思いました。京丹波の道の駅では、縦貫

自動車道の道の駅という事でイベントなどでお客

様を呼び込む努力をしていると感じました。以上で

す。 

田坂委員          棚田保存会ですけれども、私も光明寺で山の中な

のですが環境のイメージが重なりました。オーナー

制度を導入した立派なリーダーがいて色々展開さ

れた、新居浜としてもこういう流れですね、これは、

参考になったし今からの取り組みとして展開しな

いといけないと思いました。私も山の中で同じ環境

があるので、少しでもここで学んだ事、知識を取り

入れて、放棄地を少しでも少なくできるかという気

持ちになりました。道の駅ですけれど、あまりにも

レベルが高すぎて農業委員会で展開できる内容で
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はなかったと思います。市や県が展開すべきじゃな

いかと強く感じました。今回、色々な環境が見られ

たので非常に勉強になりました。 

山口委員         棚田の件については皆さんもおっしゃったように

オーナー事業を実施しており、オーナー自身が参加

して年間３回ほど田植え、稲刈り、収穫祭とかされ

ているようなのですが日常の田の整備、維持管理は

地元の農家さんがやっている。維持管理をどうして

いくのか、人口減だとか高齢化とか、現状で拡大が

できない、あと半分の放棄地が復元をやろうと思っ

てもやれない状況になっており寂しいなと感じま

した。あと、計画で果樹園もやっている、オーナー

業もやっている。京丹波の道の駅特産品とか交通の

便とかも良い、イベントも月に１回と多彩であると

予定の来場者も大幅に上回って年間３００万人、今

年の１０月には１,０００万人記念イベントを行う

というような計画があると聞きました。非常に素晴

らしいと感じました。以上です。 

渡邊委員         棚田の方は熱心な方が中心になってやっている

ので素晴らしいと思いましたが、やはり耕作放棄地

完全解消の山はなかなか高いと感じました。私の地

元の田も似たような所なので、将来的にもいろいろ

参考にさせていただきたいと思いました。あと道の

駅の方では、お茶を買って帰りまして大変おいしか

ったです。やっぱりお茶は京都です。 

伊藤委員         棚田の方は、オーナー制度で１００平方メートル

３万円というような事で、この辺では考えられない

事なんですけど、あそこも行き詰まりを感じると思

ったのもオーナーが若い人でも実際に世話をして

いる人は皆６０歳を超えている人達かと話の感じ

では受けました。我々が今から考えなければいけな

いのは、若い人で農業で食べていくのは難しい。
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我々の年代、リタイア組が１０年から１５年間土地

を借りて直ぐにできる農業の方向を見ていったら

実情に合ったような荒廃地の利用ができるかなと

感じました。 

池田委員         今回の研修で印象的だったのは、鵜川棚田保存会

オーナー制度の導入によって見事に事業目標であ

る耕作放棄地の荒廃に歯止めをかけた。もう一点

は、費用対効果の面で一定のメリットを維持しなが

ら活動していること、この辺は大変立派だなと思い

ました。ただ、我々とは環境が違いますからそれを

当てはめて考えるのは無理かと思いますが、私が感

じましたのは、我々も同じように事業目標として遊

休農地の解消として、事業計画などにおり込んでや

っているわけです。具体的な活動として景観作物の

取り組みをやっているわけですけど、やはり事業活

動をする上で考えなければいけないのは、目標に対

してどれだけの成果があったか、このことに注目し

ていかなければならないと思います。現在、景観作

物に取り組んでいるわけですけど、導入する前と導

入した後どれだけの成果があったのか検証をして

いかなければいけないとつくづく感じました。以上

です。 

合田委員         鵜川の話なのですけど、研修など訪問していった

ら必ず素晴らしいリーダーがいらっしゃる、素晴ら

しいリーダーの元には変わった取り組みがあると

感じました。例えて言うとオーナー制度ですね、た

だオーナー制度も高齢化という波が押し寄せてき

ていると、その為に水田から果樹のオーナー制度を

設けると今そちらの方に力を注いでいる、面積とし

ては一部分なのですが取り組みを始めている、挑戦

しているという事は素晴らしいと思いました。あ

と、道の駅の方なのですが建物は市、運営は運営会
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社にあると、運営も地域の企業を採用しており地域

をよく分かっている人達が運営されていると感じ

ました。以上です。 

曽我部委員        皆さんがおっしゃったとおりでございます。鵜川

では意欲を持ったリーダーシップを持った山田さ

んという方がおいでたということ、これは、我々が

学ばなくてはいけないなと思うことです。京丹波味

夢の里ですけど、市が建物を建てたということ、新

居浜と比べたら農業に力を入れているとはっきり

分かっています。農業団体だけではなく、行政にし

っかりその辺りをやっていただくようにするのも

我々の仕事ではないかと思います。 

小野（春）委員      棚田の視察に関しましては、雨天ということで非

常に残念だったのですが、棚田という耕作地の環境

は鵜川だろうが新居浜だろうが条件は同じで、いか

に耕作放棄地を１枚の田からでも無くしていくと

いうのにおいては、新居浜の特性に合ったものを採

用していくべきだと思うんですよね。オーナー制度

もしかり、棚田に合った中間管理機構をうまく利用

できないか、市内でも見うけられた家庭菜園を案内

するとか、棚田の環境というのはだいたいサル、イ

ノシシ、新居浜においても出現してきて作物の被害

が多いと、作ったは鳥獣被害に合って１年でリタイ

ア、こういった道をたどる可能性が大なので、これ

は行政の方でせっかく利用してくれる人の為にも

柵の助成などを手厚くしてあげることによって一

団となっていくのではないかという気にもなりま

した。 

藤田（幸）委員       棚田の保存会ですが、昔３９年僕が大阪に居る

時にひな壇の方へ登って棚田とか琵琶湖を見渡

してという思い出がありましたので、今回そうい

う場所かと期待を持って行ったのですが、残念な
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がら雨の為に見られませんでした。皆様の努力で

狭い細長い田畑を管理していただいて、新居浜市

の農業はあまいと感じました。道の駅ですが桁が

違い過ぎて、もう１つＪＡとか市が周桑、西条に

負けないように取り組んでもらったら、また他の

農業従事者が出てきて、今も若い人が出てきてお

りますがもっと発展していくのではないかと思

います。 

矢野委員          今回研修に行って棚田を期待していたのです

が、雨天の為バスから降りられず心残りです。道

の駅ですが、すごく規模が大きい、顧客の範囲も

広い、リピート率も高い理想的な団体だと思いま

す。新居浜ではどうだろうと皆様がおっしゃった

ように私も思います。そういったことも踏まえて

自分に置き換えてみますと、私船木なのですが農

地を持っている人の中で自分が耕作している人

は少ない。荒れてしまっているかというと、いけ

ちゃん農園が８割くらいの農地を借りて耕作し

てくれており、何とか放棄地にならず防げており

ます。大変ありがたく思っております。その時に

いけちゃん農園と自分達で耕作している人達の

間にトラブルもありましたが、お互い時間が経っ

て心が知れてくるとトラブルも自然と無くなっ

てきました。そういったことを踏まえて考える

と、高齢化というのは何処もそうだと思うのです

が私達の方ではお年寄りはカラオケに行ったり、

ゲートボールをしたりという方がほとんどで、そ

ういった方達が自分の農地はあるんだけれども

耕作をしていない方が多いのでそういった方々

が、ゲートボールをする３分の１くらいでも百姓

をしてもらったらいいんじゃないかなと、そうい

う動機付けを社会全体でやる方法も考えたらい
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いのではないかという事と、私息子が２人居るの

ですが百姓を一切手伝ってくれません。そういう

のも、私が悪いのでしょうけど意識付けを変えて

いくと、理事長さんの話を聞いて若い方がいない

といけないという事をつくづく思いました。今、

私が住んでいる近くで２人新規就農者が居まし

て県の助成も受けてしている方も居るのですが、

そういう方達ともだいぶコミュニケーションが

取れてきたと思います。連休中に所有者さんが帰

郷していて１か所農地をあっせんできそうな状

況になっております。そういった事も、研修に行

って自分自身の意識が少し変わったかなと思い

ます。以上です。 

藤田（健）委員        今回、棚田のオーナー制度に興味があったので

勉強できて良かったです。その結果、オーナー制

度いうのは都会の方が遊びに来る場所だなと、３

万円を出してオーナーになるのですが、田植えの

時期に日曜日手伝うのが２時間、稲刈りの時に日

曜日にこれも２時間、この２回しか手伝いに来な

い、その２時間も全然経験がないオーナーが来

て、面倒を見るのがその土地の経験がある地主の

高齢者、実際の話いつまでもつのかという感じで

した。そして、場所が４０ヘクタール、見事に広々

とありまして家も１軒もないこの広い所で２０

ヘクタールを今一生懸命やっているのですが、や

っているより耕作放棄をする方が多い、高齢者の

人達ができるのも健康体でできるのも５、６年あ

るかないかだと思うので、いつまでできるのかと

いうのも感じました。それから、京丹波ですけど

もここは我々には難しいですね。道の駅とか、あ

そこにも旧の道の駅が４か所あるんです。同じ町

の一般道に４か所あって、尚且つ高速道路に大き
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い道の駅を作ったと、正直な話中小みたいな道の

駅では成り立たなくなっているのではと思いま

した。以上です。 

小野（義）委員        棚田なのですけど、雨で上から見られなかった

のですが下から見る限りはある程度区画整備さ

れていたと思います。面積も４、５畝あると聞い

ていますので、わりと恵まれた田畑でも高齢化に

よって耕作放棄地が多くなっているという事、

我々の方にしては条件が悪いとつくづく感じま

した。うちも息子が居るのですが、兼業で百姓を

していくかなと、どうかなと研修を終えて考えた

のですがなかなか難しい状況にあるのではない

かと思いますが、しっかり引き継いでいきたいと

思います。それと、京丹波の味夢の里なのですけ

ど、行政の方がしっかりとした取り組みをしてい

ると思いました。６割から７割がリピーターとい

う事でこれからもやっていけるかと、道の駅とし

てはすごい所だと感心しました。 

藤田会長           ただいま皆さんからご意見・ご感想をお出し 

いただきましたが、特に棚田の高島市の鵜川地区

については、非常に素晴らしいリーダーシップで

されているという事は素晴らしい。新居浜市でも

各地域で皆様方がリーダーですので、色々と参考

にして取り組んでいただければ、今よりかは改善

されて行くのではないかと思います。道の駅につ

いては素晴らしいと、それを新居浜市にというの

ではなくて良い所を参考にして、新居浜ではどう

すればいいのか、皆様が研修をする中で色々な意

見を出していただいたので少しでも取り組んで

いけたらと思います。他にございませんか。 

               では、次に景観形成作物取り組み事業について

を議題といたします。まず、事務局から説明をい
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たさせます。 

谷口係長                   それでは、景観形成作物取り組み事業について

説明いたします。農政資料の２ページをお開きく

ださい。平成３０年度の各地区の取り組みでござ

います。まず、船木地区ですが、高速道路新居浜

インターの北側、１３９５平方メートルの土地で

実施しています。平成３０年度は、４月２６日

（木）に園児招待を行い、船木保育園、東田保育

園の園児６３人の参加がありました。その他の取

組みとして、草引き、種まき等を行いました。今

年度は、４月２５日（木）に園児招待を行い船木

保育園、東田保育園の園児７０人の参加がありま

した。今年度は、西側の農地にチューリップ１０

００球を植え付けし、園児招待の時には、球根ご

と掘り返し、ポットに入れて渡しました。 

次に、中萩地区の取り組みについて説明いたし

ます。資料の４ページをお開きください。平成２

９年度までは、国道沿いで実施していた事業を平

成３０年度から大生院の博物館通り沿いに移し、

平成３０年度は、道の南側９０６平方メートルの

土地で実施しました。平成３０年１１月のポピー

の種まきから場所を道の北側７８６平方メート

ルの土地に移し、この２か所を隔年で使用する予

定にしております。平成３０年度は、４月２７日

（金）に園児招待を行い、大生院保育園、グレー

ス幼稚園、ハートランド三恵より１１５人の参加

がありました。その他の取組みとして、草引き、

種まき等を行いました。今年度は、４月２６日

（金）に園児招待を行い、大生院保育園６３人、

ハートランド三恵４人の参加がありました。 

次に、川東地区の取組みについて説明いたしま

す。資料の６ページをお開きください。宇高町二
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丁目の７７２平方メートルの土地で実施してい

ます。平成３０年度は、４月２３日（月）に園児

招待を行い、南沢津保育園、ミドリ保育園、めぐ

み保育園から１６９人の参加をいただきました。

その他の取組みとして、草引き、種まき等を行い

ました。今年度は、４月１８日（木）に園児招待

を行い、南沢津保育園、高津保育園、めぐみ保育

園から１４５人の参加をいただきました。 

３地区とも春は、ポピーが綺麗に咲き揃い、園

児招待では園児が楽しそうに花摘みをして帰っ

てくれました。夏は、ミニヒマワリに挑戦しまし

たが、生育不良や、川東地区においては、開花は

したものの台風等により日程調整をしている間

に枯れてしまい、園児招待にはいたりませんでし

た。 

今年度、ポピーについては、３地区とも園児招

待が終わりましたので、また秋に向けて、作付け

をお願いしたいと思います。これから田植えも始

まりますので、実際の作業としては、６月後半か

ら７月以降になると思います。川東地区について

は、班長さんからミニコスモスをと提案をお聞き

しております。お忙しい中ではありますが、御協

力をよろしくお願いいたします。 

藤田会長           ただいま事務局から説明がありましたが、今ま

で、事業に取り組んでこられた感想や意見等をご

自由にお出しいただきたいと思います。また、次

の園児招待に向けて、事務局ではコスモスを予定

しているようですので、他に取り組みたい内容等

あればご意見をお出しいただきたいと思います。 

                          それでは、ご意見、ご感想をお願いいたします。 

藤田会長                    どうぞ、小野義尚委員。 

小野（義）委員        川東地区なのですが、飲食店のさくらはランチ
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をしておりますので、昼食時間の前には終わらせ

たらと思います。 

谷口係長                    終わりの時間を決めてそれまでには終わるよう

に案内の時に努めたいと思います。      

藤田会長                   平成１４年に当時の農業委員さんが予算も全く

ない中で耕作放棄地を１つでも解消にと、それを

広げていこうというようなことで船木でひまわ

りを栽培したのが始まりです。それから広がって

いってその地区その地区で転々と場所を変えな

がら現在に至っておるという事です。これも１つ

の１・１・１運動の遊休農地の解消、事業との実

施に繋がっていきますので色々と取り組んでい

ただけたらありがたいと思います。 

                  他にございませんか。 

                                  （「なし」の声あり） 

藤田会長          以上をもちまして、第２５回新居浜市農業委員

会総会を閉会いたします。御協力ありがとうござ

いました。 

藤田局長                   御起立ください。礼。ありがとうございました。 
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